
平成３０年度ふるさと納税寄附金活用事業について

　　　皆様からの温かいご支援により，平成３０年度の函館市ふるさと納税寄附金は，合計で１万７４４件，

　　３億４，０９２万１，１１１円となりました。

　　　お寄せいただいた寄附金は，それぞれお申込時にご指定いただきました使い途のとおり，次の項目ごとに

　　大切に活用させていただきました。

学力向上対策など質の高い教育環境の提供のために活用しました。

○ 学力向上非常勤講師配置事業費

少人数指導等を実施できない学校への非常勤講師の配置や，
免許外教科担任が指導を行う学校への免許所有者の配置などにより，
専門的で質の高い授業の実施に繋げています。

○ 外国人英語指導助手関係経費

グローバル社会に対応できる人材を育成するため，
市立中・高等学校において，ネイティブスピーカーと日本人教師による
ティーム・ティーチングを行い，外国語によるコミュニケーション能力の
育成など英語教育の充実に繋げています。

○ アフタースクール関係経費

学習習慣定着や主体的な学習態度の形成などを目指し，
函館市内の小学校において，放課後や長期休業中に児童の学習支援を行う
アフタースクールを設置し，学力の向上に繋げています。

子どもたちの未来のため ４，１７3万８，００１円

歴史的建造物の保全や街並みを美しく保ち，観光都市函館の魅力を将来に引き継ぐために活用しました。

○ フラワーバスケット関係経費
○ 函館駅前花いっぱい業務委託料

色彩の豊かな草花による美しい街並みを創出することで，

異国情緒あふれる建物が往時の面影をとどめる函館の景観と相まって，
観光客の撮影スポットとしても人気を博しており，
国際観光都市「函館」のイメージアップに大いに繋がっています。

○ 歴史的建造物継承・活用推進事業費

異国情緒あふれる歴史的な街並みを守るため，
これまでの外観修理の補助に加えて，歴史的建造物の保全調査を行い，
所有者等に対して適切な助言を行うことで，函館の大切な資源を，
未来へと引き継いでいきます。
未来へと引き継いでいきます。

○ 観光施設維持管理費

安心・安全に観光が楽しめるように，観光施設の修繕や
ライトアップの保守点検等を行うことで，美しい街並みを保ちます。

美しい景観を守るため ３，０３４万円



様々なイベントの開催や，陸海空の交通の要衝としての機能を効かし，交流人口の拡大のために
活用しました。

○ コンベンション誘致推進費

ＭＩＣＥの誘致活動や開催支援を行うことで，交流人口の拡大が図られ，
参加者の宿泊，交通，飲食等の消費による経済効果がもたらされました。

○ 元気いっぱい商店街等支援交付金

地域や商店街が抱える課題の解決に向けて実施する取り組みや，
商店街等への集客を目的としたイベント実施の支援等を行うことで，
地域の活気と賑わいの創出に繋がっています。

○ 地域振興基金積立金

函館市の活性化に繋がる取り組みへの事業費として，
基金に積み立てました。

活気と賑わいのあるまちのため １億１，２２９万円

高齢者の交流や生涯学習の場の提供，障がい者福祉の向上のために活用しました。

○ 「ふらっとDaimon」運営業務委託料

高齢者などの交流や憩いの場を提供するため，高齢者大学や講座の開催，
健康体操，イベント，障がい者団体が就労支援として運営するカフェや，
授産製品の福祉ショップなどを展開し，誰もが気軽に訪れる居心地よい
空間として，「ふらっとＤａｉｍｏｎ」を設置しています。

福祉の充実のため １，２０７万１，０００円

市民の生命や財産を守り，函館市を将来の世代に引き継いでいくため，
現在係争中の大間原発の建設差し止め訴訟費用として，基金に積み立てました。

※ 訴訟の審理状況など詳細につきましては，当市総務部防災担当のページを
ご確認ください。
⇒ http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014031000166/

大間原子力発電所の建設凍結のために ２，８００万１，０００円

函館市の魅力を更に高め，活力にあふれ，豊かで，未来に夢と希望を持てる街づくりを目指し，
平成３０年度の函館市の各種事業に大切に活用させていただきました。

函館市全体のために １億１，６４８万１，１１０円


